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１）第１回研究会
　　開催日：2015年7月28日㈫
　　場　所：深草学舎和顔館４階第３会議室
　　講演者：夏原由博（名古屋大学大学院環境学研究科教授）
　　　　　　「パターンが決めるランドスケープの機能」

２）第２回研究会
　　開催日：2015年８月31日㈪
　　場　所：west lake hotel可以登楼会議室
　　講演者：秋山道雄（滋賀県立大学名誉教授　龍谷大学里山学研究センター）
　　　　　「変貌する琵琶湖−沿岸域研究の経験から−」

３）第３回研究会
　　開催日：2015年９月10日㈬
　　場　所：深草学舎和顔館４階第３会議室
　　講演者：深町加津枝（京都大学地球環境学堂准教授）
　　　　　　「琵琶湖湖岸の里山景観めぐる研究と今後の方向性」
　　　　　　大崎理沙（京都大学農学研究科大学院生）
　　　　　　「里山・里海ライフスタイルの被災時危機適応力に関する研究
　　　　　　　−東日本大震災の事例から−」

４）第４回研究会
　　開催日：2015年10月16日㈮
　　場　所： 瀬田学舎７号館環境実習室２
　　講演者：横山秀司（九州産業大学大学院フェロー教授）
　　　　　　「景観生態学的にみた琵琶湖集水域」

５）第５回研究会
　　開催日：2016年１月21日㈭
　　場　所：瀬田学舎７号館環境実習室２
　　講演者：林　珠乃（龍谷大学理工学部実験助手　里山学研究センター）
　　　　　　第三研究班「人と暮らし」ユニット５「自然調和型の住環境と防災」
　　　　　　　　　　　　研究方針について

６）第６回研究会
　　開催日：2016年１月22日㈮
　　場　所：瀬田学舎７号館環境実習室２
　　講演者：山中裕樹（龍谷大学理工学部講師　里山学研究センター）
　　　　　　「次世代シーケンサーによる環境DNA分析でできること：
　　　　　　　里山里湖の生物相解析に向けた応用」

７）第７回研究会
　　開催日：2016年２月19日㈮
　　場　所：深草学舎和顔館４階第２会議室
　　講演者：劉　璨（国家林業局経済発展研究センター主席研究員）
　　　　　　「中国の集団林権制度改革及びその関連政策の制度整備に関する研究」

研究会リスト
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活動日誌

活　動　日　誌

⑴　運営会議
１）第１回運営会議（2015年４月16日開催）
２）第２回運営会議（2015年５月30日開催）
３）第３回運営会議（2015年６月25日開催）
４）第４回運営会議（2015年７月24日開催）
５）第５回運営会議（2015年10月29日開催）
６）第６回運営会議（2015年11月26日開催）
７）第７回運営会議（2015年12月11日開催）
８）第８回運営会議（2016年１月８日開催）
９）第９回運営会議（2016年２月５日開催）
10）第10回運営会議（2016年２月26日開催）
11）第11回運営会議（2016年３月９日開催）

⑵　全体会議
１）第１回全体会議（2015年８月７日開催）

⑶　研究会
１）第１回研究会（2015年７月28日）
２）第２回研究会（2015年８月31日）
３）第３回研究会（2015年９月10日）
４）第４回研究会（2015年10月16日）
５）第５回研究会（2016年１月21日）
６）第６回研究会（2016年１月22日）
７）第７回研究会（2016年２月19日）

⑷　シンポジウム
１）「琵琶湖の保全再生と里山・─人と水との共生にむけて─」（2016年３月５日開催）

⑸　調査合宿
１）高島市教育委員会事務局文化財課でのヒアリングとフィールドワーク
　　（2015年８月31日〜９月１日実施）
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